
 
今回は、探究チャレンジ・ジャパン の報告です。 

◇ 探究チャレンジ・ジャパンとは？                              

目 的： 高等学校及び特別支援学校高等部の生徒が取り組んだ探究活動の成果を発表・交

流する機会を設定し、言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力を育成するとと

もに、探究活動の成果を新たな探究に結び付け、生涯にわたって能動的に学び続け

る資質・能力を育成する（北海道教育委員会による下記概念図参照）。  

主 催： 北海道教育委員会  国立大学法人北海道大学  

協 力： 北海道 札幌市 株式会社ニトリホールディングス  

期 日： 令和６年２月１日(木)  

内 容： ポスターセッション 口頭発表 

会 場： 北海道大学 学術交流会館  北海道札幌市北区北８条西５丁目（011-706-2042）  

道外から参加予定の高等学校（８会場・オンライン参加）  

参加校： 

(1) 北海道内の高等学校及び特別支援学校高等部の代表 28校  

(2) 北海道外の高等学校８校  

福島県立福島高等学校、東京都立竹早高等学校、神奈川県立横須賀高等学校  

岐阜県立関高等学校、京都府立大江高等学校、島根県立松江南高等学校  

高知県立大方高等学校、鹿児島県立国分高等学校  

◇ 探究チャレンジ・ジャパンと関高校の取り組み                              

 北海道及び道外の高校・特別支援

学校をオンラインで結ぶ探究チャレ

ンジ・ジャパンに参加しました。北

海道の会場では、同時開催でポスタ

ーセッションも行われました。文科

省指導要領の改訂に伴い、探究的な

学びが授業改善に取り入れられるよ

うになった結果、「総合的な探究の時

間」を軸とした課題解決型研究が、

全国各地で盛んに実施されています。 

今回、北海道から鹿児島までの複

数の学校が一堂に会し、たがいの探

究活動の様子をスライドで伝えあい、

質問や感想を述べあいました。スー

パーサイエンスハイスクールの活動、

防災教育、地域活性化プロジェクトなど、発表内容も実に多彩で、興味深いものでした。 

本校からは、家庭クラブ員の代表が、継続的に行っているＳＥＫＩ米粉倶楽部（農水省公

認）の活動を紹介しました。先輩から継承した継続事業であると同時に、現クラブ員が創意

工夫を凝らしてチャレンジしている「子ども食堂」の取り組みに対し、他校の生徒から関心

が寄せられました。オンラインによる授業や会議、イベントは、コロナ禍という緊急事態の

中で広まりましたが、思わぬ恩恵を私たちに与えてくれています。 

遠く離れた全国各地の高校や特別支援学校の仲間たちと、リアルタイムで発表会を行い、

意見や質問を述べ合う。コロナ禍以前には、考えられなかったことです。今後もこうした機

会があれば、積極的に活用したいと思います。 
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